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社会活動 
氏  名 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

江 石 清 行 長崎県救急医療対策部会 長崎県 

江 石 清 行 長崎県特定疾患対策協議会委員 長崎県 

江 石 清 行 評議員 日本循環器学会 

江 石 清 行 評議員 日本冠動脈外科学会 

江 石 清 行 評議員 国際心臓胸部外科学会日本支部 

山 近 史 郎 評議員 日本超音波医学会 

山 近 史 郎 評議員 日本心臓血管麻酔学会 

山 近 史 郎 周術期経食道心エコー認定試験問題作成委員 日本心臓血管麻酔学会 

山 近 史 郎 九州地方会運営委員 日本超音波医学会 

 
 
外部資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 外 部 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

江石清行・教授 センチュリーメディカル株式会社 代表 ATS 人工弁の開閉音が日常に与える影響に
関するアンケート調査－他機械弁との比較

－ 

 
 
その他 
非常勤講師等 

氏名・職 職・担当科目等 関 係 機 関 名 

江 石 清 行 非常勤講師（循環器外科学） 東京女子医科大学 

江 石 清 行 非常勤講師（臨床病態学） 長崎県立シーボルト大学 

江 石 清 行 非常勤講師（心臓血管外科学） 大分大学 
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